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2021 年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 15 ⽇ 
● 事 業 名 ： 障害児等の体験格差解消事業 
● 資⾦分配団体 ： B＆G 財団 
● 実 ⾏ 団 体 ： Oceanʼs Love   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

１．知的障がい児、発達障がい児
が、海における体験活動に参加
し、保護者以外と接する機会を
持つ。 

①海における体験活
動に参加した対象と
なる⼦供の数 
②海における体験活
動に参加するサポー
ターの数 

①48 ⼈(実数) 
②168 ⼈(延べ) 

2022/10/1 ＜参加⼈数＞ 
2021 年度 
①30 ⼈ ②64 ⼈ 
2020 年度  
①39 ⼈ ②70 ⼈ 
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２．知的障がい児、発達障がい児
の保護者が、海における体験活
動について、その有効性を認識

①海における体験活
動を⾒学した保護者
の満⾜度 

①満⾜度調査（2022 年度実施後の
調査） 
②保護者から⾒た⼦供の社会性の

2022/10/1 イベント開催後のアン
ケートでは、保護者か
ら⼦どもの社会性向上
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している状態となる。 ②保護者から⾒た⼦
供の社会性の育成や
⾃⽴⼼の向上などの
変容 

育成や⾃⽴⼼の向上などの変容
（エンドライン調査を⾏いベース
ラインと⽐較する） 

が⾒て取れている。 
満⾜度調査は 2022 年
度に実施。 

３．障がい児⽀援施設スタッフ、
障がい児⽀援教育関係者が、海
における体験活動について、そ
の有効性を認識している状態と
なる。 

海における体験活動
を⾒学した障がい児
⽀援施設スタッフ、障
がい児⽀援教育関係
者が参加した⼦ども
の様⼦を観察したう
えでの満⾜度 

満⾜度調査（2022 年度実施後の調
査） 

2022/10/1 コロナ禍のため⾒学に
く る ⽅ を 制 限 し て い
る。満⾜度調査は 2022
年度に実施。 
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４．学校や団体・企業等が海にお
ける体験活動に関する興味を⽰
す状態にする。 

①海における体験活
動に関するメディア
露出の数 
②海における体験活
動開催に関して当団
体に問い合わせをす
る学校・団体・企業等
の数 

①毎年度新たに 5媒体 
②毎年度新たに 3 団体 

2022/10/1 ①2021 年度 3媒体 
②2021 年度 3 団体 
RISE（発達障がい児の
⽔泳クラブ） 
川崎 YMCA 
茅ヶ崎寒川地区⾃閉症
児・者親の会 
（公開される場合は要
確認） 
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５．資⾦分配団体、実⾏団体間で
活動状況を共有し、相互に活動
状況を理解する。 

①資⾦分配団体との
活動状況を共有する
会議の回数 

①2021 年度以降に年 16 回以上開
催 
②2021 年度以降に年 2回以上開催 

2022/10/1 ①2021 年度 16回 
②2021 年度 2回 
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②他の実⾏団体との
情報交換を⾏う会議
等の回数 

６．新型コロナウイルス感染症
対策を器材・設備等の拡充及び
必要な⼈材配置をすることで三
密対策等の安全対策を講じた事
業が実施できている状態 

神奈川県が定める新
型コロナウイルス感
染防⽌対策取組を遵
守している状態 

新型コロナウイルス感染症の⼗分
な安全対策を講じて事業を実施し
ている状態 

2022/10/1 ⼗分に感染対策を講じ
て実施している 
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＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
コロナ禍のなかでの活動⽅法を 2020 年度に構築できたことで、コロナ対応を施したイベント運営を昨年よりスムーズに⾏うことができた。 
はじめて体験する⼦どもたちも 11 名参加してもらうことが出来た。 
また、サーフィン体験以外にもビーチでの体験イベントも 3回企画したが、まんえん防⽌措置期間と重なり、開催が出来なかった。 
代替措置としてオンラインイベントを開催した。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
・サーフィン体験時に当初の想定より少ないサポートの⼈数で実施できる体制を構築した 
・参加者の着替えをビーチに⽴てた横幕を付けたテントのなかで⾏う予定だったが、3密を回避するためにラップタオルやポンチョタオル
を購⼊し、それらを活⽤した。 
・海の中でも⾶沫を予防するフェイスガードを購⼊し活⽤した。 
② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
①6/24掲載 茅ヶ崎ライフスタイルWeb マガジン「#ちがすき」 
https://rarea.events/event/115527?fbclid=IwAR3akAbLDOqPkJR0K-Y7Tn8UXL1DFhHYt9NeEweWago2tNIdajsihBJXV5Q 
②こどもタウンニュース（茅ケ崎市内の全⼩学校に配布） 
③WEB番組「Good Moning Mirai」 
https://www.youtube.com/watch?v=DmIxrsccdvE&list=PLXEbfI7SetThpeXzrnoHHosgLOsGvhRUJ&index=53 

 
2.広報制作物等 
 
3.報告書等 

団体の活動報告書（助成⽀援欄に「休眠預⾦等活⽤事業」の事業名と JANPIA 様、B&G 様の団体名を掲載） 
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4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：2022 年 3 ⽉に整備が完了したため、今後公開予定。（2022 年 5 ⽉

中） 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
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þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG 以下、3〜4枚程度） 
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